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こ
れ
ほ
ど
ま
で
、
自
分
の
考
え
を
信
じ
切

り
、
前
向
き
な
生
き
方
に
徹
す
る
こ
と
が
出

来
る
人
に
は
、
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

そ
の
人
は
、
ワ
タ
ミ
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
の
渡
邉
美
樹
さ
ん
。
外
食
、
宅
配
、

介
護
、
農
業
、
環
境
な
ど
の
様
々
な
分
野
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
て
い
る
。
学
校

教
育
に
も
取
り
組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
な

く
、人
生
哲
学
、生
き
方
を
問
う
若
者
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
も
あ
る
。
今
年
50
歳
に
な
る

が
、
い
ま
だ
青
年
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い

る
。

　

渡
邉
さ
ん
が
経
営
す
る
外
食
チ
ェ
ー
ン
は
、

合
わ
せ
て
６
０
０
店
舗
ほ
ど
あ
る
。
渡
邉
さ

ん
に
会
う
前
に
、
そ
の
う
ち
の
１
店
舗
で
食

事
を
し
た
。
出
迎
え
た
店
員
の
腰
を
90
度
に

折
る
お
じ
ぎ
に
感
心
し
た
。
腹
の
底
か
ら
声

が
出
て
い
る
。
営
業
時
間
外
で
も
予
約
を
受

け
付
け
て
く
れ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
の
写
真
よ
り

実
物
が
良
い
と
い
う
嬉
し
い
裏
切
り
も
あ
っ

た
。
渡
邉
社
長
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
か
く
あ

る
べ
し
と
い
う
思
い
が
行
き
届
い
て
い
る
。

　

渡
邉
さ
ん
の
愛
読
書
は
、『
論
語
』
だ
。

２
５
０
０
年
以
上
前
に
語
ら
れ
た
孔
子
の
言

葉
が
、
国
を
超
え
て
、
時
を
越
え
て
、
自

然
な
形
で
私
た
ち
に
問
い
か
け
て
く
る
。
自

分
の
人
生
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
な
が

邉
さ
ん
の
口
癖
。
目
標
設
定
を
し
て
、
事
業

家
へ
の
道
を
着
々
と
切
り
開
い
て
い
っ
た
。

　

己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と
勿

か
れ

　

サ
ー
ビ
ス
業
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

「
恕じ

ょ

」。
す
な
わ
ち
、
人
を
思
い
や
る
心
だ
。

自
分
が
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
人
に
す
る
。

し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
し
な
い
。
介
護
事

業
に
も
、
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」の
運
営
を
は

じ
め
、
多
岐
に
わ
た
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
る
。「
ワ
タ
ミ
の
ホ
ー
ム
に
親
を
入

居
さ
せ
た
い
と
思
う
子
は
親
孝
行
だ
と
言
わ

れ
る
ホ
ー
ム
に
し
た
い
」と
考
え
て
い
る
。

　

外
食
チ
ェ
ー
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

す
べ
て
の
方
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
食
事
を

提
供
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
有
機
栽
培

農
場
か
ら
届
く
新
鮮
な
野
菜
が
食
卓
に
並
ぶ
。

「
美
味
し
く
、
楽
し
く
、
食
べ
や
す
く
、
飲

み
や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
個
人
の
好
み

に
合
わ
せ
て
の
味
付
け
も
す
る
。
日
に
日
に

元
気
に
な
っ
て
い
け
る
ホ
ー
ム
を
目
指
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
定
年
退
職
し
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
年
金
で
入
れ
る
よ
う
な
料
金
設
定
に

し
て
い
る
。

　

朝（
あ
し
た
）に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死

す
と
も
可
な
り

　

渡
邉
さ
ん
の
人
生
設
計
で
は
、
80
歳
で

死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
母
か
ら
も
ら
っ

た
命
、
一
日
一
生
の
思
い
で
い
る
。
だ
か
ら
、

こ
の
孔
子
の
言
葉
が
身
に
染
み
る
の
で
あ
る
。

　

小
２
の
時
、
母
に
勧
め
ら
れ
て
以
来
40
年

間
、
日
記
を
書
き
続
け
て
い
る
。
書
く
こ
と

で
一
日
を
振
り
返
り
、
自
分
の
行
動
を
点
検

し
て
反
省
す
る
。
反
省
し
な
い
と
成
長
し
な

い
。「
思
い
」は「
行
動
」に
な
り
、
そ
れ
が「
習

慣
」
に
な
る
と
「
運
命
」
が
変
わ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

渡
邉
さ
ん
が
唯
一
、
日
付
を
入
れ
て
い
な

い〝
夢
〞が
あ
る
。

　

地
球
上
の
子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な
で
使
え

る〝
共
通
の
教
科
書
〞を
つ
く
る
こ
と
だ
。
そ

の
教
科
書
を
使
う
学
校
を
世
界
各
地
に
作
り

た
い
。
学
校
で
は
、
な
ぜ
人
は
生
ま
れ
て
き

た
の
か
、
何
の
た
め
に
学
び
、
何
の
た
め
に

働
く
の
か
を
教
え
る
。
自
分
の
生
命
は
他
の

生
命
の
犠
牲
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
教
え
る
。

　

世
の
中
の
人
々
か
ら「
あ
り
が
と
う
」を
集

め
る
仕
事
を
し
、
自
分
が
命
を
全
う
す
る
と

き
、
自
分
自
身
に「
あ
り
が
と
う
」が
言
え
る

よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

で
入
っ
た
カ
フ
ェ
は
、
様
々
な
国
籍
の
人

た
ち
が
陽
気
に
ダ
ン
ス
を
し
、
酒
を
飲
み
語

ら
う
、
温
か
な
空
間
だ
っ
た
。「
多
く
の
人
が
、

語
ら
え
、安
ら
げ
る
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
」

こ
そ
、
自
分
の
す
べ
き
こ
と
だ
と
悟
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
半
年
間
、
経
理
会
社
に

就
職
し
て
、
財
務
に
関
す
る
こ
と
を
勉
強
し

た
。
外
食
産
業
を
学
ぶ
た
め
、
高
級
ク
ラ
ブ

で
ボ
ー
イ
の
見
習
も
し
た
。
起
業
資
金
を
つ

く
る
た
め
に
、
大
手
運
送
会
社
で
、
１
年
身

を
粉
に
し
て
働
き
、
３
０
０
万
円
を
貯
め
た
。

　
「
夢
に
日
付
を
入
れ
よ
う
」と
い
う
の
が
渡

ら
、
車
の
中
、
ベ
ッ
ド
の

脇
に
常
に
『
論
語
』
を
置
い

て
、
繰
り
返
し
て
読
ん
で

い
る
。

　　

吾
、
十
有
五
に
し
て
学

に
志
す

　

10
歳
で
、
社
長
に
な
る

と
決
め
て
い
た
。
い
わ
ば「
経
営
に
志
し
た
」

わ
け
だ
。
父
は
、
Ｃ
Ｍ
制
作
会
社
を
経
営
し
、

恵
ま
れ
た
家
庭
だ
っ
た
。
し
か
し
、
渡
邉
さ

ん
が
10
歳
の
時
、
父
の
会
社
が
清
算
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
そ
の
半
年
前
に
は
、
母
が
死

去
し
た
。
悲
し
み
と
、
悔
し
さ
の
中
で
、
渡

邉
少
年
は
死
の
う
と
さ
え
思
っ
た
。
だ
が
思

案
を
重
ね
る
う
ち
、「
社
長
に
な
っ
て
父
さ
ん

の
敵（
か
た
き
）を
取
る
！
」と
決
意
し
た
。

　

社
長
に
な
る
に
は
、
社
会
を
知
る
こ
と
だ

と
、
読
書
に
勤
し
ん
だ
。
い
わ
ば
「
学
に
志

し
た
」。
高
校
時
代
も
、
図
書
館
に
こ
も
っ

て
い
た
。
明
治
大
学
商
学
部
に
入
り
、
６
大

学
加
盟
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に

携
わ
り
、
人
脈
を
広
げ
た
。

　

人
生
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
大
学
４
年

の
時
の
北
半
球
放
浪
の
旅
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

 
夢
に
日
付
を
入
れ
よ
う

     
〜
ワ
タ
ミ
社
長　

渡

邉

美

樹
さ
ん
〜
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イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

月
二
回　

第
二
・
第
三
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

フ
ル
ー
ト
奏
者

イ
ネ
・
セ
イ
ミ

コンサート依頼はこちらへ
☎0563（32）0583
（セイミオフィス）

一
音
一
音

い
と
お
し
む
よ
う
に

奏
で
る
音
色

貴
方
に
幸
せ
を

届
け
ま
す

俳画／イネ・セイミ

村
上
信
夫

（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 129
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〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
常
滑
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ズ　

第
二
十
八
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
十
九
日（
日
）午
後
二
時
〜

同
四
時

▼
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
校
の
部　

知
多

地
区
大
会
・
二
十
二
日（
水
）午
前
九
時
四
十
分
〜
午
後

五
時

▼
第
十
三
回
常
滑
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

カ
ラ
オ
ケ

大
会
・
二
十
四
日（
金
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

▼
学
校
給
食
調
理
員
衛
生
講
習
会
・
二
十
九
日（
水
）午

前
九
時
五
十
分
〜
同
十
一
時
半

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
山
方
写
生
会
展
・
〜
三
日（
金
）

▼
グ
ル
ー
プ
沙
羅
展
・
七
日（
火
）〜
十
五
日（
水
）

▼
鴨
展
・
十
六
日（
木
）〜
二
十
四
日（
金
）

▼
全
日
写
連
常
滑
支
部
展
・
二
十
五
日（
土
）〜
八
月
五

日（
水
）

◎
常
滑
市
民
俗
資
料
館

▼
第
一
回
企
画
展「
山
茶
碗
と
そ
の
仲
間
」・
〜
五
日

（
日
）

▼
第
二
回
企
画
展「
常
滑
焼
の
抹
茶
茶
碗
あ
れ
こ
れ
」・

十
一
日（
土
）〜
八
月
三
十
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
全
知
多
小
中
学
校
卓
球
大
会
・
四
日（
土
）

▼
第
二
十
六
回
常
滑
市
民
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
交
歓
大
会
・
五
日（
日
）

▼
第
五
十
七
回
常
滑
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

交
歓
大
会
・
十
一
日（
土
）

▼
市
民
タ
ス
ポ
ニ
ー
大
会
・
十
二
日（
日
）

▼
常
滑
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
・
十
二
日（
日
）

▼
知
多
地
区
中
学
校
卓
球
大
会
・
十
八
日（
土
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会
・
二
十
六

日（
日
）

▼
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
卓
球
県
大
会
・
三
十

日（
木
）

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
煎
茶
文
化
こ
ど
も
教
室
・
八
月
一
日
〜
十
月
十
八
日

（
土
曜
日
十
回
、日
曜
日
一
回　

全
十
一
回
）土
曜
日
十

時
〜
正
午
、十
月
十
八
日（
日
）発
表
会（
呈
茶
会
）　

内

容　

煎
茶
文
化
の
歴
史
や
道
具
の
説
明
お
よ
び
道
具
の

製
作
、各
種
お
茶
の
入
れ
方
の
指
導　

場
所　

中
央
公

民
館
ま
た
は
市
民
文
化
会
館　

対
象　

小
学
三
年
生

〜
中
学
三
年
生（
高
校
生
も
可
）　

定
員　

二
十
名
程
度

（
先
着
順
）　

参
加
費　

千
円（
茶
菓
子
代
、初
回
集
金
）

　

申
込
み
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
込
む　

申
込

み
期
限　

十
七
日（
金
）　

申
込
み
・
問
合
せ　

文
化
協

会
事
務
局（
市
民
文
化
会
館
内
、火
、水
、金
曜
日　

午
前

十
時
〜
午
後
四
時
の
み
）☎
35
│
２
９
２
０

▼
夏
休
み
こ
ど
も
創
作
教
室
・
二
十
九
日（
水
）午
前
十

時
〜
正
午　

内
容　

紙
ざ
ら
な
ど
を
使
っ
て
お
面
を
作

る　

場
所　

中
央
公
民
館
学
習
室
２　

対
象　

小
学
生

　

定
員　

三
十
名（
先
着
順
）　

参
加
費　

二
百
円（
当

日
集
金
）　

持
ち
物　

は
さ
み
、油
性
マ
ジ
ッ
ク
、ク
レ

パ
ス
、洗
濯
ば
さ
み
、の
り
、作
品
を
持
ち
帰
る
袋　

申

込
み
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
込
む　

申
込
み

期
間　

二
十
一
日（
火
）、二
十
二
日（
水
）　

申
込
み
・

問
合
せ　

文
化
協
会
事
務
局（
市
民
文
化
会
館
内
、火
、

水
、金
曜
日　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
の
み
）☎
35
│

２
９
２
０

◎
青
海
公
民
館

▼
親
子
紙
ね
ん
ど
ア
ー
ト
教
室
・
八
月
十
九
日（
水
）午

前
九
時
〜
正
午

▼
親
子
手
打
ち
う
ど
ん
教
室
・
八
月
十
二
日（
水
）午
前

九
時
〜
午
後
一
時

▼
子
ど
も
文
化
教
室
・
マ
ジ
ッ
ク
・
七
月
二
十
五
日（
土
）

〜
八
月
二
十
九
日（
土
）　

全
五
回　

午
前
十
時
〜
同

十
一
時
半

◎
鬼
崎
公
民
館

▼
親
子
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
・
八
月
十
八
日（
火
）午
前
十

時
〜
同
十
一
時
半

▼
親
子
手
打
ち
う
ど
ん
教
室
・
八
月
十
一
日（
火
）午
前

九
時
〜
午
後
一
時

▼
子
ど
も
文
化
教
室
・
造
形
・
二
十
四
日（
金
）〜
八
月

二
十
八
日（
金
）　

全
五
回　

午
前
十
時
〜
同
十
一
時
半

◎
中
央
公
民
館

▼
親
子
手
打
ち
う
ど
ん
教
室
・
三
十
一
日（
金
）・
午
前
九

時
〜
午
後
一
時

▼
木
工
教
室
・
二
十
九
日（
水
）・
午
前
九
時
〜
午
後
一
時

（
場
所
・
も
の
づ
く
り
学
校
）

◎
南
陵
公
民
館

▼
親
子
手
打
ち
う
ど
ん
教
室
・
七
月
三
十
日（
木
）午
前

九
時
〜
午
後
一
時

▼
親
子
太
極
拳
教
室
・
八
月
四
日（
火
）、五
日（
水
）午
前

九
時
〜
同
十
一
時
半（
全
二
回
）

▼
親
子
と
ん
ぼ
玉
作
り
教
室
・
八
月
八
日（
土
）午
前
九

時
〜
正
午

（
5
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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そ
う
な
の
で
す
。
一
つ
の
遊

び
を
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
つ

ず
つ
工
夫
を
重
ね
て
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
遊
び
の
醍
醐
味
だ

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
一
年
生
の
時
に

体
育
の
時
間
に
教
え
て
も
ら
っ

た
「
ね
ず
み
と
ね
こ
」
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
遊
び
は
、
ス
リ

ル
が
あ
り
、
助
け
合
い
の
気
持

ち
が
あ
っ
て
好
き
で
し
た
。
そ

し
て
、
み
ん
な
で
体
育
の
時
間

に
な
る
と
、
「
や
ろ
う
よ
」
と

言
っ
て
先
生
を
困
ら
せ
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。
三
〇
人
く
ら
い

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
鬼
（

ね
こ
）
に
追
っ
掛
け
ら
れ
な
が

ら
逃
げ
る
私
（
ね
ず
み
）
を
さ

っ
と
立
っ
て
輪
の
中
に
入
れ
て

く
れ
ま
す
。
ね
こ
が
来
れ
ば
、

さ
っ
と
座
っ
て
助
け
て
く
れ
ま

す
。
で
も
、
反
対
側
で
は
誰
か

が
立
っ
て
ネ
コ
を
入
れ
る
と
い

う
意
地
悪
を
さ
れ
な
が
ら
、
逃

げ
る
の
で
す
。
そ
こ
に
駆
け
引

き
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

ね
こ
と
ね
ず
み

　

も
っ
と
少
人
数
の
十
人
く
ら

い
で
や
る
と
お
も
し
ろ
い
。

①　

「
ね
こ
」
と
「
ね
ず
み
」

　

を
一
人
ず
つ
き
め
る
。
（

　

き
め
方
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
も

　

よ
い
）

②　

他
の
子
は
手
を
つ
な
い
で

　

輪
を
つ
く
っ
て
座
る
。

③　

ね
こ
は
外
側
に
立
ち
、
ね

　

ず
み
は
内
側
に
入
る
。

④　
「
は
じ
め
！
」の
合
図
で
ね

　

こ
は
ね
ず
み
を
追
い
か
け
る
。

⑤　

他
の
子
た
ち
は
、
立
っ
た

　

り
座
っ
た
り
し
て
、
ね
こ
の

　

じ
ゃ
ま
を
し
て
、
ね
ず
み
を

　

助
け
る
。

⑥　

ね
ず
み
を
通
す
と
き
に
は

　

立
っ
て
通
り
や
す
く
す
る
。

⑦　

ね
こ
が
ね
ず
み
を
つ
か
ま

　

え
た
ら
、
ね
こ
は
ね
ず
み
に

　

な
り
、
ね
ず
み
は
輪
の
中
に

　

入
れ
て
も
ら
う
。

⑧　

今
ま
で
ね
こ
だ
っ
た
子
が

　

輪
の
中
の
子
を
一
人
ず
つ
指

　

を
差
し
な
が
ら
「
ね
こ
に
な

　

る
の
は
だ
れ
か
、
か
み
さ
ま

　

の
い
う
と
お
り
」
と
呪
文
を

　

言
っ
て
最
後
の
「
り
」
に
な

　

っ
た
子
が
ね
こ
に
な
る
。

　

ね
こ
や
ね
ず
み
を
多
く
し
た

り
し
て
い
ろ
い
ろ
変
化
さ
せ
て

遊
ん
だ
り
、
水
の
中
で
遊
ん
だ

り
す
る
の
も
楽
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（160）　
　

氏  

原  

朝  

信

　
鬼
ご
っ
こ
⑷ 

　

前
回「
鬼
ご
っ
こ
⑶
」の
十
字
鬼
を
読
ん
で
く
れ
た
バ
ン
コ
ク

在
住
の
K
さ
ん
か
ら
e
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
も
の
を
ま
ず
、
紹
介

し
ま
す
。
『
「
十
字
路
」
と
い
っ
て
私
た
ち
も
よ
く
遊
ん
だ
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
最
初
に
大
き
な
四
角
を
書
い
て
か
ら
十
字

部
分
を
作
り
、
鬼
以
外
も
四
角
の
外
に
出
て
回
っ
て
も
よ
い
（
但

し
、
片
足
と
び
）
と
い
う
ル
ー
ル
だ
っ
た
な
あ
…
と
懐
か

し
か
っ
た
で
す
』

同
時
代
の
人
た
ち（
そ
の
２
）

　

前
回
に
引
き
続
い
て
、立
川
昭

二
著『
江
戸
人
の
生
と
死
』の
中

で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
魅
力
的

な
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
痩や
せ

蛙が
え
る

ま
け
る
な
一
茶

こ
れ
に
あ
り
」な
ど
、親
し
み
や

す
い
俳
句
を
数
多
く
作
っ
た
俳

人
・
小
林
一い
っ
さ茶（
１
７
６
３
〜

１
８
２
７
）。（
写
真
参
照
）

　
『
蝉
し
ぐ
れ
』『
橋
も
の
が
た

り
』と
い
っ
た
、豊
か
な
情
感
を

盛
り
込
ん
だ
秀
れ
た
時
代
小

説
を
た
く
さ
ん
書
い
た
藤
沢
周

平
は
、51
歳
の
昭
和
53
年
に
長
編

『
一
茶
』を
出
版
し
ま
し
た
。「
あ

と
が
き
」の
中
で
、作
者
の
藤
沢

周
平
は
こ
う
書
き
ま
し
た
。「
一

茶
と
い
う
俳
人
は
、不
思
議
な

魅
力
を
持
つ
ひ
と
で
あ
る
。
一
度
、

一
茶
の
句
を
読
む
と
、そ
の
な
か

の
何
ほ
ど
か
は
、強
く
心
を
と

ら
え
て
き
て
記
憶
に
残
る
。し
か

も
、あ
る
親
密
な
感
情
と
い
っ
た

も
の
と
一
緒
に
残
る
。わ
れ
わ
れ

は
、芭
蕉
の
句
や
蕪
村
の
句
も
記

憶
に
残
す
。そ
れ
は
句
が
す
ぐ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
茶
の
句

の
残
り
方
は
、そ
う
い
う
意
味
と

は
少
し
異
な
っ
て
、親
近
感
の
よ

う
な
も
の
で
残
る
。そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
え
ば
、一
茶
は
わ
れ
わ
れ

に
も
ご
く
わ
か
り
や
す
い
言
葉

で
、句
を
作
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
と
思
う
。ち
ょ
う
ど
啄
木
の
短

歌
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、一

茶
の
句
は
わ
か
り
や
す
い
」

　

一
茶
は
、
宝
暦

13
年

（
１
７
６
３
）５
月
５
日
、信
濃

国
柏か
し
わ

原ば
ら

の
農
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
本
名
は
小
林
弥
太

郎
。
小
林
家
は
代
々
の
農
民
で
、

父
の
弥
五
兵
衛
は
中
農
の
本
百

姓
で
あ
っ
た
。３
歳
の
時
、母
親

が
死
亡
。８
歳
の
時
、
父
が
再

婚
。２
年
後
に
弟
が
誕
生
。
14
歳

の
秋
、祖
母
が
死
去
。
翌
年
、一

茶
は
江
戸
に
奉
公
に
出
さ
れ
た
。

後
に
父
・
弥
五
兵
衛
は
、後
妻
の

意
見
に
従
っ
て
、わ
が
子
を
奉

公
に
出
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
、

「
年と
し

歯は

も
ゆ
か
ぬ
痩や
せ

骨ぼ
ね

に
荒
奉

公
さ
せ
」と
語
っ
た
。

　

一
茶
は
、惨
め
で
孤
独
だ
っ
た

少
年
時
代
を
回
顧
し
て
、次
の

よ
う
に
書
い
た
。「
大お

お

か
た
の
人ひ
と

交ま
じ
わ

り
も
せ
ず
し
て
、う
ら
の
畠
に

木
・
萱か
や

な
ど
積つ
み

た
る
片か
た

陰か
げ

に
か

が
ま
り
て
、長な
が

の
日
を
く
ら
し
ぬ
。

我
が
身
な
が
ら
哀
れ
な
り
け
り
」

（『
お
ら
が
春
』）

　

江
戸
に
出
て
か
ら
の
10
年
間

の
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い

が
、職
場
を
転
々
と
し
て
い
た
ら

し
い
。
20
歳
頃
に
俳
諧
を
知
り
、

プ
ロ
の
俳
諧
師
を
志
す
。
無
学
の

百
姓
出
の
青
年
が
、江
戸
で
一
人

前
の
俳
諧
師
と
し
て
生
き
て
い

く
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
忍
耐
と
努

力
が
必
要
だ
っ
た
か
。
想
像
を

絶
す
る
苦
労
を
積
み
重
ね
た
に

ち
が
い
な
い
。し
か
し
、や
が
て

俳
壇
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

一
茶
が
39
歳
の
時
、た
ま
た
ま

帰
郷
中
に
、父
が
中
風
の
発
作
で

倒
れ
た
。そ
れ
か
ら
父
の
死
ま
で

の
１
ヵ
月
の
記
録
が『
父
の
終し
ゅ
う

焉え
ん

日
記
』で
あ
る
。
瀕
死
の
老
父
の

枕
元
で
の
、腹
違
い
の
弟
と
の
遺

産
を
め
ぐ
る
骨
肉
の
争
い
が
赤

裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
。
長
い
遺

産
分
配
交
渉
の
結
果
、弟
と
和

解
し
、父
の
遺
産
の
半
分
と
賠
償

金
を
受
け
取
っ
た
の
は
、12
年
後

の
51
歳
の
時
だ
っ
た
。そ
の
前
年

に
、故
郷
の
柏
原
に
永
住
す
る
覚

悟
を
決
め
て
い
た
一
茶
は
、壮
絶

な
遺
産
争
い
を
し
た
異
母
弟
と

田
畑
を
折
半
し
、家
も
壁
で
半

分
に
仕
切
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ

た
。
翌
年
、52
歳
に
し
て
初
め
て

妻
を
娶め

と
っ
た
。

　

遺
産
相
続
の
難
題
が
解

決
す
る
２
年
前
の
文
化
８
年

（
１
８
８
１
）６
月
16
日
の
こ

と
で
あ
る
。
上か
ず

総さ
（
千
葉
県
）に

滞
在
中
に
、大
切
な
奥
歯
が
抜

け
落
ち
た
。こ
の
時
、一
茶
、49
歳
。

出
来
事
の
顛
末
を
、一
茶
は
無
念

や
る
方
な
い
思
い
を
込
め
て
こ

う
書
い
た
。

　
「
十
六
日
の
昼
ご
ろ
、き
せ
る

の
中
、塞ふ
さ

が
り
て
け
れ
ば
、麦
わ

ら
の
や
う
に
竹
を
削
り
て
、差
し

入
れ
置
き
た
り
け
る
に
、中
に
詰

ま
り
て
、ふ
つ
に（
全
く
）抜
け
ず
。

竹
の
先
、わ
づ
か
に
爪
の
か
か
る

程
な
れ
ば
、す
べ
き
や
う
も
な
く
、

欠
け
残
り
た
る
奥
歯
に
て
、し
か

と
咥く
わ
へ
て
引
き
た
り
け
る
に
、竹

は
抜
け
ず
し
て
、歯
は
、め
り
め

り
と
抜
け
落
ち
ぬ
。
哀
れ
、吾あ

が

仏
と
頼
み
た
る
歯
な
り
け
る
に
、

双そ
う

無な

き（
比
べ
る
も
の
の
な
い
）

過あ
や
ま

ち
せ
し
も
の
哉か
な

。か
の
釘く
ぎ

抜
く

物
も
て
せ
ば
、力
も
入
ら
ず
、す

ら
す
ら
と
抜
け
ぬ
べ
き
を
、人
の

手
借か

る
こ
と
の
難
し
く
、然し
か

な
せ

る
也な
り

」

　

文
政
10
年（
１
８
２
７
）６
月
、

柏
原
の
大
火
で
一
茶
の
家
も
類

焼
し
た
。
仕
方
が
な
い
の
で
、焼

け
残
っ
た
土
蔵
で
暮
ら
す
。そ
の

土
蔵
の
中
で
、11
月
19
日
、急
に

気
持
ち
が
悪
く
な
っ
た
か
と
思

う
間
も
な
く
、一
声「
南
無
阿
弥

陀
仏
」と
唱
え
て
死
去
。
65
年
の

薄
倖
の
生
涯
で
あ
っ
た
が
、最
期

は
、日
ご
ろ「
ぽ
つ
く
り
と
死
ぬ

が
上
手
な
仏
か
な
」と
詠
ん
で
い

た
よ
う
に
、願
い
ど
お
り
の
大
往

生
だ
っ
た
。
家
の
普
請
に
か
か
っ

て
い
た
が
、家
の
完
成
よ
り
も
一

足
早
く
や
っ
て
き
た
死
で
あ
っ
た
。

　

一
茶
の
墓
は
、野
尻
湖
の
下
車

駅
・
黒
姫
駅
か
ら
歩
い
て
す
ぐ

近
く
の
明
専
寺
の
墓
地
に
あ
る
。

小
さ
な
古
い
墓
石
で
、そ
の
下
に
、

小
林
一
族
の
人
た
ち
、祖
父
母
、

父
母
、継
母
、異
母
弟
、妻
た
ち
、

幼
く
し
て
死
ん
だ
子
ど
も
た
ち

と
混
じ
っ
て
、一
茶
の
骨
も
埋
め

ら
れ
て
い
る
。

　

次
は
、
私
が
最
も
敬
愛
し

て
い
る
人
間
の
一
人
・
良
寛

（
１
７
５
８
〜
１
８
３
１
）。

　

良
寛
に
つ
い
て
は
、た
だ
一
つ
、

「
自じ

警け
い

の
文
」だ
け
を
引
用
し
ま

す
。
越
後
に
帰
国
し
た
良
寛
は
、

46
歳
の
時
、三
島
郡
野の

積づ
み（

現
・

寺
泊
町
）の
西さ
い

生し
ょ
う

寺じ

に
仮
住
い
し

た
。こ
の
寺
は
、弘こ
う

智ち

法ほ
う

印い
ん

の
即そ
く

身し
ん

仏ぶ
つ（

ミ
イ
ラ
）が
あ
る
寺
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
弘
智
法
印
は
、

12
世
紀
は
じ
め
に
、衆
生
救
済
の

た
め
に
断
食
し
て
ミ
イ
ラ
に
な
っ

た
。
良
寛
は
強
く
心
を
打
た
れ
、

「
弘
智
法
印
像
に
題
す
」と
い
う

詩
を
作
る
と
と
も
に
、「
自
警
の

文
」を
書
く
。
何
度
読
ん
で
も
感

動
す
る
文
で
す
。

　
「
も
し
邪
見
の
人
・
無
義
の
人
・

愚
痴
の
人
・
暗
鈍
の
人
・
醜し
ゅ
う

陋ろ
う

の

人
・
重
悪
の
人
・
長
病
の
人
・
孤
独

の
人
・
不
遇
の
人
・
六ろ
っ

根こ
ん

不
具
の

人
を
見
る
者
は
、当ま
さ

に
こ
の
念
を

成
す
べ
し
。
何
を
以
て
か
之こ
れ

を
救

護
せ
ん
と
。
例
え
救
護
す
る
能あ
た

は
ず
と
も
、仮
に
も
驕
慢
の
心
・

高
是
の
心
・
嘲ち
ょ
う

弄ろ
う

の
心
・
軽け
い

賤せ
ん

の

心
・
厭え
ん

悪お

の
心
を
起
こ
す
べ
か
ら

ず
。
急
ぎ
悲ひ
み
ん愍（
憐
れ
み
）の
心

を
生
ず
べ
し
。
悲ひ
み
ん愍
の
心
、も
し

起
こ
ら
ざ
る
者
は
、慚ざ
ん

愧き
（
恥
じ

る
）の
心
を
生
じ
て
、深
く
我
が

身
を
恨う
ら

む
べ
し
。
我
れ
は
こ
れ
道

を
去
る
こ
と
太は
な
は

だ
遠
き
所ゆ

以え
ん

の

者
、何
ぞ
先せ
ん

聖し
ょ
う（
弘
智
法
印
を
指

す
）に
辜こ

負ふ
（
背
く
）せ
ん
や
。
故

に
、い
さ
さ
か
之
を
以
て
自
ら
警い
ま
し

む
と
云
ふ
。
沙
門
良
寛
」

　
『
江
戸
人
の
生
と
死
』の
著

者
・
立
川
昭
二
は
、こ
う
解
説
し

て
い
ま
す
。「
こ
こ
で
何
よ
り
目

を
み
は
る
の
は
、救
護
す
べ
き
人

の
中
に
、暗
愚
な
人
・
重
悪
の
人
・

長
病
の
人
・
不
遇
の
人
等
と
と
も

に
、は
っ
き
り
と
六
根（
眼
・
耳
・

鼻
・
舌
・
身
・
意
）不
具
の
人
、つ
ま

り
身
体
障
害
者
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、そ
し
て
こ
れ
ら
の

人
た
ち
を
蔑
視
・
差
別
し
て
は

な
ら
な
い
、と
語
気
激
し
く
宣
言

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。お
そ
ら

く
身
障
者
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に

意
識
し
て
発
せ
ら
れ
た
言
説
は

明
治
以
前
に
見
当
た
ら
な
い
」

　

最
後
は
、
滝
沢
馬ば

琴き
ん

の
息

子
の
嫁
に
な
っ
た
滝
沢
み
ち

（
１
８
０
５
〜
１
８
５
８
）。

　

み
ち（
お
路
）は
、紀
州
の
家
老

に
仕
え
る
医
師
の
娘
。
22
歳
の
時
、

滝
沢
馬
琴
の
息
子
の
妻
に
な
る
。

夫
は
38
歳
で
肺
結
核
の
た
め
死
亡

（
お
路
30
歳
）。
舅
し
ゅ
う
と

の
馬
琴
は
失

明
後
、お
路
に
筆
記
さ
せ
て
、超

大
作『
南な
ん

総そ
う

里さ
と

見み

八は
っ

犬け
ん

伝で
ん

』を
完

成
。７
年
後
、馬
琴
は
胸
痛
喘
息

の
た
め
82
歳
で
死
去（
お
路
43

歳
）。
長
男
の
太
郎
は
、小
さ
い

時
か
ら
病
弱
だ
っ
た
。
父
親
の

馬
琴
が
死
ぬ
少
し
前
か
ら
、左

足
が
ひ
ど
く
痛
み
始
め
、内
踝

が
腫
れ
て
き
た
。
病
名
は
壊え

疽そ

。

下
肢
の
動
脈
に
閉
塞
が
お
こ
り
、

病
変
部
が
腐
っ
て
脱
落
す
る
難

病
で
あ
る
。お
路
は
、愛
児
・
太
郎

が
22
歳
の
若
さ
で
死
ぬ
ま
で
克

明
な
看
病
日
記（『
路
女
日
記
』）

を
つ
け
て
い
た
。
少
し
引
用
し
ま

す
。

　
「
足
痛
、日
々
つ
の
り
候
様
に

て
、甚は

な
は

だ
し
く
腫
れ
、見
る
も
痛

ま
し
く
、胸
ふ
た
が
り
、あ
わ
れ

な
る
こ
と
筆
紙
に
尽
く
し
難が
た

く

候
」。「
足
痛
甚
だ
し
き
ゆ
え
に
、

寝
返
り
を
致
し
候
こ
と
叶
は
ず
。

腰
の
あ
た
り
、擦す

れ
爛た
だ

れ
て
、出

血
で
、痛
み
強
く
、難
儀
実じ
つ

に
筆

紙
に
尽
く
し
難
く
、譬た
と
え

る
に
も
の

な
し
」

　

お
路
は
、
安
政
５
年

（
１
８
５
８
）、大
流
行
の
コ
レ

ラ
に
罹り

患か
ん

し
て
死
亡
し
た
。
53

歳
だ
っ
た
。

（49）
杉 

本 

武 

之

一  茶  （村松春甫画）

インド風手づくりナン

作り方

材料
〈３枚分〉
強力粉…100g、薄力粉…100g
ドライイースト…小さじ1
ベーキングパウダー…小さじ½
塩…小さじ½強
サラダ油…小さじ1
水…½カップ強

フライパンで焼く

親子で夏休みにフライパンで焼けるナンをつくってみよう！！

❶水以外の材料をボールに入れて耳たぶくらいになるよう水を加えこねる。
❷①を乾燥しないようラップをして１時間休ませる。
❸②を３～６等分（平らにしてフライパンに置いて焼ける大きさ）に包丁で
切り、めん棒もしくは手で平らにする。
　　　　　　←涙型にすると本物にちかい!!
❹厚み５～６㎜くらいに平らにできたら火をつけてフライパンをあたためる。
❺フライパンに油を薄く敷き、弱火でゆっくり焼く。
❻⑤が焼き目がつき、生地が◯生でなければOK。
❼ご家庭でつくったカレー、もしくはレトルトカレーをあたためて、ナンを
ちぎってカレーをつけて食べる。完成!!

　我家では残ったら、１枚ずつラップして冷凍保存。ピザソースとチーズを
のせてレンジでチンすればおやつに早替りです。



   《
伝
統
的
な

　
　
　

バ
リ
の
村
に
住
む
》    
⑥

　

│
│  

鬱
病
を
も
癒
し
た
、

　
　
　
　

     

村
の
生
活
環
境
①  

│
│

　

地
球
上
の
生
き
物
は
、
多
か
れ
少
な
か

れ
、
そ
の
生
き
て
い
る
環
境
の
影
響
を
受

け
て
生
き
て
い
る「
動
物
」で
あ
り
、「
植
物
」

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
、「
人
間
」
と
言
う
動
物
は
、

と
り
わ
け
〝
環
境
の
動
物
〞
と
ま
で
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
間
と
い
う

動
物
が
、
環
境
と
、
よ
り
密
接
に
関
わ
っ

て
生
き
て
来
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

人
間
と
い
う
動
物
は
、た
だ
単
に
環
境
か

ら
影
響
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、環
境
に
働

き
か
け
、環
境
を
造
り
変
え
た
り
、自
分
も

他
の
人
間
の
環
境
に
も
な
る
と
言
う〝
環
境

と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
わ
り
〞の
中
で
生

活
し
て
来
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、人
間
を
取
り
巻
く「
環
境
」

は
、
相
互
に
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、「
自

然
環
境
」
と
「
社
会
（
人
間
）
環
境
」
に

大
別
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
《
バ
リ
島
│
│

           

そ
の
地
理
と
自
然
環
境
》

　

バ
リ
島
は
、
世
界
最
大
の
群
島
国

家
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
属
す
る
約

一
万
三
千
余
り
の
、
島
の
一
つ
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
名
称
は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
の
二
つ
の
単
語
「
イ
ン
ド
ス
」（
東

イ
ン
ド
）
と
「
ネ
ソ
ス
」（
島
々
）
か
ら
で

き
た
国
名
で
す
。
從
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
は
、
文
字
通
り
に
訳
す
と
「
東
イ
ン

ド
諸
島
」
と
な
り
ま
す
。

　
「
ア
ジ
ア
」
と
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」

の
二
つ
の
大
陸
に
は
さ
ま
れ
て
、
東
西

五
千
一
二
〇
キ
ロ
、
南
北
千
七
六
〇
キ
ロ

に
わ
た
っ
て
赤
道
近
辺
に
点
在
す
る
、
こ

の
列
島
国
家
の
地
形
を
名
づ
け
て
〝
赤
道

に
か
け
ら
れ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
〞
と
表
現
し

た
地
理
学
者
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
〝
命

名
の
美
学
〞
に
は
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
列
島
の
中
央
に
位
置
す
る
バ
リ
島

は
、
南
北
八
六
キ
ロ
、
東
西
一
四
〇
キ
ロ

の
赤
道
直
下
の
南
半
球
の
熱
帶
の
小
島
で

す
。

　

そ
の
面
積
は
五
千
六
二
一
平
方
キ
ロ

と
、
ほ
ゞ
日
本
の
愛
知
県
ほ
ど
の
広
さ
し

か
な
い
が
、
島
の
や
ゝ
北
寄
り
中
央
に
は
、

バ
リ
島
の
最
髙
峰
で
あ
り
、
バ
リ
島
民

が
〝
母
な
る
山
〞
と
尊
敬
す
る
ア
グ
ン
山

（
二
五
六
七
米
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
私

た
ち
が
滯
在
す
る
T
村
を
裾
野
に
い
だ
く
、

第
二
の
髙
峰
バ
ト
ゥ
カ
ウ
山
（
二
二
七
一

米
）
な
ど
、
二
千
米
級
の
美
し
い
休
火
山

の
山
々
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

　

西
側
の
ジ
ャ
ワ
島
と
の
あ
い
だ
の
海
峡

は
、
幅
に
し
て
三
キ
ロ
弱
。
深
さ
も
せ
い

ぜ
い
六
〇
米
に
す
ぎ
ず
、
氷
河
期
時
代
に

は
バ
リ
島
と
は
地
続
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
東
側
の
ロ
ン
ボ
ク
島
の
あ
い

だ
は
三
五
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
、
深
さ
は
千

メ
ー
ト
ル
近
く
、
水
の
流
れ
も
早
い
。
こ

の
ロ
ン
ボ
ク
海
峡
に
は
、
ア
ジ
ア
的
な
動

物
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
な
動
物
と
の
分

布
の
境
を
示
す
「
ウ
ォ
ー
レ
ス
ラ
イ
ン
」

が
通
っ
て
い
る
。「
ウ
ォ
ー
レ
ス
」
と
は
、

こ
の
境
を
発
見
し
た
英
国
の
博
物
学
者
の

名
前
で
す
。
こ
の
海
峡
は
、
ま
た
の
名
を

「
ウ
ォ
ー
レ
ス
海
溝こ
う

（
み
ぞ
）」
と
も
呼
ぶ

と
、
旧
制
中
学
時
代
に
教
わ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
バ
リ
島
は
、
地
理
的
に

も
、
生
態
系
か
ら
言
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
の

最
も
東
南
端
に
位
置
す
る
島
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆

　

バ
リ
島
を
空
か
ら
眺
め
る
と
「
ち
ょ
う

ど
扇
を
開
い
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
」

と
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
よ
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
地
図
を
眺
め
る

と
、
そ
の
よ
う
な
地
形
を
し
て
い
る
と
言

え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
以
下
10
号
地
図
参
照
）

　

中
央
の
髙
山
は
、
扇
の
ヘ
リ
に
あ
た
る

島
の
北
岸
に
添
う
よ
う
に
、
北
に
ふ
く
ら

み
な
が
ら
東
西
に
並
び
、
そ
の
南
側
山
麓

に
広
い
平
野
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

山
脈
の
北
側
、
島
の
北
海
岸
沿
い
に
は

狭
い
平
野
が
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
の
中
心

都
市
シ
ガ
ラ
ジ
ャ
は
、
一
八
〜
十
九
世
紀

の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
の
バ
リ
島
の
首

都
。
欧
米
と
の
貿
易
の
拠
点
。
一
九
五
三

年
に
テ
ン
パ
サ
ー
ル
に
首
都
機
能
が
移
る

ま
で
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
貿
易
の

中
心
地
。
現
在
も
そ
の
時
代
の
名
残
と
し

て
、
二
十
世
紀
初
頭
の
ア
ー
ル
デ
コ
・
ス

タ
イ
ル
の
幾
何
学
模
様
の
装
飾
を
つ
け
た

街
並
の
み
な
ら
ず
、
島
内
唯
一
の
国
立
大

学
教
育
学
部
と
大
学
院
が
、
教
員
と
研
究

者
の
養
成
に
、
連
綿
と
し
て
携
わ
っ
て
き

て
い
る
。
古
い
歴
史
の
街
で
あ
る
。
余
談

な
が
ら
、
こ
の
大
学
院
の
卆
業
生
＝
髙
校

教
師
が
、
管
理
人
の
息
子
の
恋
人
と
し
て
、

し
ば
し
ば
、
わ
が
家
を
訪
れ
る
。〝
狭
い
島

の
、
身
近
か
な
話
〞
で
あ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
島
の
東
部
は
、
山
が
海
岸
線

ま
で
せ
ま
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
わ
ず
か
な

平
坦
部
が
散
在
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
島
の
西
部
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

森
林
に
お
お
わ
れ
た
最
髙
一
〇
〇
〇
米
前

後
の
丘
陵
地
で
し
め
ら
れ
、
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
、
一
度
も
こ
の
地
方
に
足
を
踏
み

入
れ
た
こ
と
が
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

よ
れ
ば
、
こ
の
西
部
地
方
の
見
ど
こ
ろ

は
「
手
つ
か
ず
の
自
然
が
溢
れ
る　

俗

化
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
魅
力

│
」
と
、

謳う
た

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
要か
な
め

で
あ
る
〝
見
ど
こ
ろ
〞
の
記
述
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
妙
に
私
は
気
に
入
っ

た
。
本
当
に
、
観
光
ブ
ー
ム
最さ

中な
か

の
バ
リ

島
で
、〝
バ
リ
島
ら
し
い
観
光
資
源
〞
と
し

て
、「
手
つ
か
ず
の
、
俗
化
し
な
い
〝
バ
リ

島
の
自
然
〞」
を
《
見
ど
こ
ろ
》
に
挙
げ
て

い
る
そ
の
視
点
に
魅
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
人
間
の
暮
ら
し
と
、
直
接
に

し
ろ
、
間
接
に
し
ろ
か
ゝ
わ
ら
な
い
自
然

と
い
う
も
の
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
「
自

然
環
境
」
に
な
ら
な
い
の
で
な
い
か
…
と

も
自
問
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
バ
リ
島
に
は
手
つ
か

ず
の
自
然
も
含
め
て
〝
自
然
が
溢
れ
て
い

る
〞
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
《
バ
リ
島
暮
ら
し
で
、

         　

体
感
し
て
い
る

　
　
　
　

田
舎
の
自
然
環
境
》

　

私
は
、
毎
朝
五
時
（
時
差
マ
イ
ナ
ス
一

時
間
）
に
は
ベ
ッ
ド
を
離
れ
、家
中
の
カ
ー

テ
ン
を
開
け
、
網
戸
一
枚
に
す
る
。
ま
ず

北
側
の
窓
か
ら
、
バ
ト
ゥ
カ
ウ
山
か
ら
流

れ
下
る
空
気
を
体
一
杯
に
吸
い
込
む
。
こ

の
呼
吸
を
二
〜
三
回
繰
り
返
す
。
少
し
ば

か
り
〝
山
の
緑
の
味
〞
が
す
る
。
こ
の
空

気
を
、
私
は
勝
手
に
〝
バ
リ
の
一
番
搾
り

の
空
気
〞
と
呼
ん
で
い
る
。
一
日
の
活
力

の
素
を
体
内
に
取
り
込
ん
だ
思
い
に
な
る
。

　

次
は
屋
外
と
室
内
の
温
度
計
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
屋
外
の
気
温
は
十
八
〜
九
度
。

室
内
二
十
二
〜
三
度
。
ス
ッ
キ
リ
し
て
、

ス
ガ
ス
ガ
し
い
。
室
内
は
、
日
中
で
も

二
十
五
度
を
上
回
ら
な
い
。
湿
度
は
、
室

内
常
時
七
〜
八
〇
％
。
名
古
屋
の
冬
に
踵か
か
と

を
荒
ら
す
私
な
ど
は
、
こ
の
湿
度
で
ス
ベ

ス
ベ
に
な
る
。

　

管
理
人
の
家
の
雄お
ん

鶏ど
り

が
、
閧と

き

の
声
を
あ

げ
る
。
遠
く
の
村
々
か
ら
も
聞
こ
え
て
く

る
。
空
気
が
澄
み
渡
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。

　

懐
か
し
い
子
ど
も
時
代
の
田
舎
の
風
景

が
一
挙
に
蘇
よ
み
が
え

る
バ
リ
島
の
田
舎
の
朝
で
す
。

◆

　

バ
リ
島
の
気
候
は
、
ど
の
出
版
物
を
読

ん
で
も
異
口
同
音
に
「
熱
帶
性
湿
潤
気
候
」

（
髙
温
多
湿
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
間
違
い

で
は
な
い
が
、
こ
の
村
の
朝
の
気
候
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
土
地
の
標

髙
に
よ
る
も
の
だ
│
│
と
実
感
し
て
い
る
。

　

快
適
な
気
候
の
村
（
標
髙
四
四
八
米
）

で
あ
る
。

（３）　平成21年７月１日 第 251 号 
愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

山
田
山
田
正
敏
正
敏

『
バ
リ
島  
行
っ
た
り
来
た
り
』   

⒆

＜野鳥も屋内に遊ぶ＞
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そ
の
次
の
年
の
た
な
ば
た
さ
ま
の
こ
と
で
し
た
。

ぼ
く
が
、に
し
き
川
の
桜
の
木
の
下
で
、陽
子
ち
ゃ

ん
に
会
っ
て
か
ら
、一
年
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
な
ば
た
さ
ま
の
日
に
は
、毎
年
子
ど
も
も
大

人
も
み
ん
な
思
い
思
い
の
願
い
ご
と
を
書
い
て
タ

ン
ザ
ク
に
つ
る
す
の
で
す
。

　

僕
は
筆
を
持
つ
と
、自
分
の
願
い
を
母
に
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
、こ
っ
そ
り
と
タ
ン
ザ
ク
に
書
き

ま
し
た
。

　
　

　

陽
子
ち
ゃ
ん
と　

結
婚
で
き
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
い
ち

　　

書
い
て
し
ま
っ
て
か
ら
、ぼ
く
は
顔
が
赤
く
な

り
胸
が
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
と
て
も
悪
い
こ
と
を
し
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
て
、す
ぐ
に
タ
ン
ザ
ク
を
破
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
こ
に
父
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
願
い
ご
と
を
、ま
ず
全
部
書
き

出
し
て
み
て
、最
後
に
一
番
大
切
な
も
の
を
一
つ
に

決
め
な
さ
い
」

　

教
頭
先
生
で
あ
る
父
は
、先
生
ら
し
い
口
調
で

言
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、う
な
ず
い
て
、父
の
前
で
も
う
一
枚
、

大
き
く
書
き
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命　

勉
強
し
ま
す
。 

命
を
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
い
ち

　

父
は
、タ
ン
ザ
ク
を
手
に
と
っ
て
笑
い
ま
し
た
。

　
「『
命
を
か
け
て
』
は
、大
げ
さ
だ
な
。だ
が
、そ

れ
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
が
大
切
だ
よ
。子
ど
も
の
頃

に
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
か
な
い
と
大
人
に
な
っ

て
か
ら
後
悔
す
る
か
ら
な
」

　

父
は
、ま
た
教
室
で
言
う
よ
う
な
調
子
で
言
っ

て
、ぼ
く
の
頭
を
な
で
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、父
は
自
分
の
俳
句
を
タ
ン
ザ
ク
に

大
き
く
書
き
ま
し
た
。

　
た
な
ば
た
や　

願
ひ
は
す
べて　
か
な
ふ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純  

平

　
「
願
い
は
た
だ
願
っ
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
で

ね
。願
い
は
か
な
う
も
の
、と
信
じ
て
、努
力
す
る

こ
と
が
大
切
な
ん
だ
よ
」

　

母
が
「
ほ
ら
、ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
い
う
顔
で

ぼ
く
を
見
て
笑
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、庭
に
設
け
た
七
夕
祭
壇
に
、

そ
う
め
ん
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、ナ
ス
、ス
イ
カ
、モ
モ
、

そ
れ
に
ぼ
く
の
大
好
物
の
巻
き
ず
し
な
ど
が
供

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

㈤

　

そ
の
夜
、ぼ
く
は
、に
し
き
川
の
川
原
を
陽
子

ち
ゃ
ん
と
二
人
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の

か
今
は
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。

　

陽
子
ち
ゃ
ん
は
、淡
い
水
色
に
黄
色
い
花
も
よ

う
の
ゆ
か
た
姿
で
、ま
る
で
お
り
ひ
め
さ
ま
が
空

か
ら
お
り
て
き
た
よ
う
で
し
た
。そ
の
時
、川
原

に
、涼
し
い
風
が
さ
っ
と
吹
き
抜
け
ま
し
た
。陽
子

ち
ゃ
ん
が
ふ
い
に
つ
ま
ず
い
て
こ
ろ
び
そ
う
に
な

り
、ぼ
く
は
思
わ
ず
陽
子
ち
ゃ
ん
を
支
え
、そ
の

ま
ま
肩
を
貸
し
て
歩
き
ま
し
た
。

　

だ
れ
か
に
見
つ
か
っ
た
ら
「
こ
う
い
ち
と
陽
子

は
夫
婦
に
な
っ
た
」と
ウ
ワ
サ
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

に
し
き
川
の
堤
防
や
川
原
に
は
、空
の
星
が
地

上
で
も
か
が
や
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
、黄
色
い

月
見
草
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
う
い
ち
く
ん
。川
の
中
に
入
っ
て
み
ま
し
ょ

う
よ
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
は
、そ
う
言
う
と
ゆ
か
た
の
す
そ

を
少
し
は
し
ょ
っ
て
、川
の
中
に
入
り
ま
し
た
。星

の
光
を
う
つ
し
た
水
面
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
、さ
ざ
な

み
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
「
う
わ
ぁ
、気
持
ち
い
い
わ
。こ
う
い
ち
く
ん
も

お
入
り
な
さ
い
な
」

　

ぼ
く
は
、陽
子
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で
足
を
川
に
入

れ
ま
し
た
。冷
た
く
て
と
て
も
い
い
気
持
ち
で
し

た
。

　

ぼ
く
た
ち
は
、川
の
中
の
岩
に
腰
か
け
て
足
を

パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
、パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
さ
せ
ま
し
た
。

　

水
し
ぶ
き
が
飛
び
、水
の
音
が
大
き
く
聞
こ
え

ま
し
た
。ま
わ
り
に
は
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
。

　

陽
子
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
の
二
人
だ
け
で
す
。

　
「
き
れ
い
ね
…
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
が
、空
を
見
上
げ
て
う
っ
と
り
し

た
声
で
言
い
ま
し
た
。夜
空
に
か
か
る
天
の
川
は
、

銀
河
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
美
し
く
、ち
か
ち
か
と

ま
た
た
い
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
そ
の
時
、野
外
学
習
で
高
原
に
泊
ま
っ

た
夜
、保
健
室
の
真
子
先
生
が
話
し
て
く
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
天
の
川
を
仰
ぎ
な
が
ら
カ
ッ
プ
ル
で
じ
ゅ
も

ん
を
と
な
え
る
と
、二
人
は
将
来
結
ば
れ
る
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
る
の
よ
」

　

女
の
子
た
ち
か
ら
キ
ャ
ー
ッ
と
う
れ
し
そ
う
な

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
先
生
、ど
ん
な
じ
ゅ
も
ん
で
す
か
」

　

だ
れ
か
が
質
問
し
ま
し
た
が
、先
生
は
笑
っ
て

す
ぐ
に
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
今
、教
え
る
と
、校
長
先
生
に
叱
ら
れ
る
か
ら

で
き
な
い
わ
。で
も
、大
人
に
な
っ
た
ら
教
え
て
あ

げ
る
」

　
「
先
生
、い
ま
、教
え
て
く
だ
さ
い
！
」

　

み
ん
な
が
聞
き
ま
し
た
が
、結
局
、先
生
は
答

え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
今
で
も
、あ
の
時
、教
え
て
も
ら
え
ば

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

真
子
先
生
は
、そ
の
夏
、突
然
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。真
子
先
生
は
お
星
さ
ま
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
「
真
子
せ
ん
せ
ー
い
…
」

　

ぼ
く
は
、広
い
星
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、真
子

先
生
の
お
星
さ
ま
は
、ど
れ
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま

し
た
。

　
「
こ
う
い
ち
く
ん
、天
の
川
に
は
水
が
流
れ
て
る

と
思
う
？
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
に
聞
か
れ
て
、ぼ
く
は
、は
っ
と
し

ま
し
た
。

　
「
川
だ
か
ら
水
が
流
れ
て
い
る
に
き
ま
っ
て
る

さ
」

　
「
そ
れ
な
ら
泳
げ
る
わ
ね
。わ
た
し
、天
の
川
で

泳
い
で
み
た
い
わ
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
は
足
を
ま
た
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
さ
せ

て
は
し
ゃ
い
で
言
い
ま
し
た
。

　
「
陽
子
ち
ゃ
ん
、泳
げ
る
の
？
」

　
「
わ
た
し
、ビ
ッ
コ
だ
け
ど
泳
ぎ
は
得
意
よ
。ク

ロ
ー
ル
だ
っ
て
で
き
る
の
よ
」

　
「
う
わ
ぁ
、す
ご
い
ん
だ
。ぼ
く
は
平
泳
ぎ
と
犬

か
き
だ
け
し
か
で
き
な
い
け
ど
…
」

　
「
こ
う
い
ち
く
ん
も
、す
ぐ
に
上
手
に
な
る
わ

よ
。こ
う
い
ち
く
ん
と
一
緒
に
泳
ぎ
た
い
な
ぁ
」

　
「
う
ん
。泳
ご
う
よ
」

　
「
ほ
ん
と
よ
。大
き
く
な
っ
た
ら
絶
対
に
宇
宙
へ

行
っ
て
、天
の
川
で
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
ね
」

　

さ
っ
き
ま
で
笑
っ
て
い
た
陽
子
ち
ゃ
ん
は
、真

剣
な
顔
で
ぼ
く
を
見
つ
め
ま
し
た
。あ
の
銀
河
の

か
な
た
、無
数
の
星
が
き
ら
め
く
天
の
川
で
陽
子

ち
ゃ
ん
と
二
人
で
泳
ぐ
の
で
す
。ぼ
く
は
、願
い
は

き
っ
と
か
な
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
そ
こ
に
い
る
の
は
だ
れ
だ
！
」

　

突
然
、堤
防
の
上
で
大
人
の
声
が
ひ
び
き
ま
し

た
。ぼ
く
た
ち
は
び
っ
く
り
し
て
、と
っ
さ
に
川
原

の
茂
み
に
隠
れ
ま
し
た
。

　
「
隠
れ
た
っ
て
だ
め
だ
。出
て
来
な
さ
い
！
」

　

茂
み
か
ら
の
ぞ
く
と
、自
転
車
の
お
ま
わ
り
さ

ん
が
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。ぼ
く
た
ち

は
、あ
き
ら
め
て
茂
み
か
ら
出
ま
し
た
。

　
「
な
ん
だ
、教
頭
先
生
と
こ
の
こ
う
い
ち
く
ん
。

そ
れ
に
森
下
薬
局
の
陽
子
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

隠
れ
る
な
ん
て
何
を
し
て
い
る
ん
だ
ね
」

　
「
ご
め
ん
な
さ
ー
い
。わ
た
し
た
ち
星
を
見
て
い

る
ん
で
す
」

　

ぼ
く
た
ち
は
、ば
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、き
ま
り

悪
い
思
い
で
、二
人
並
ん
で
大
き
く
頭
を
下
げ
ま

し
た
。

　
「
こ
ん
な
暗
い
川
原
に
、男
の
子
と
女
の
子
が

二
人
だ
け
で
い
る
な
ん
て
い
け
な
い
よ
。早
く
家

に
帰
り
な
さ
い
」

　
「
は
ー
い
。分
か
り
ま
し
た
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
が
、甘
え
た
声
で
言
っ
て
大
き
く

頭
を
下
げ
る
と
、お
ま
わ
り
さ
ん
は
う
な
ず
い
て

自
転
車
に
乗
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
お
ま
わ
り
さ
ん
も
い
や
ら
し
い
こ
と
を
想
像

し
て
た
の
よ
。大
人
っ
て
、み
ん
な
そ
う
な
ん
だ
か

ら
。い
や
ぁ
ね
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
は
舌
を
ぺ
ろ
っ
と
出
す
と
、い
た

ず
ら
っ
ぽ
く
笑
い
ま
し
た
。

　

お
ま
わ
り
さ
ん
の
自
転
車
の
あ
か
り
が
、ち
ょ

う
ち
ん
の
よ
う
に
揺
れ
て
遠
く
へ
消
え
て
い
っ
て

し
ま
う
と
、あ
た
り
は
ま
た
、静
か
な
二
人
だ
け

の
闇
と
な
り
ま
し
た
。川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
急

に
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、陽
子
ち
ゃ
ん
は
神
妙
な
顔
を
し
て

言
い
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
変
な
目
で
見
る
か
ら
、わ
た
し
た

ち
、一
緒
に
遊
ぶ
の
は
当
分
お
休
み
に
し
ま
し
ょ

う
よ
」

　
「
お
休
み
に
？
」

　
「
え
え
。わ
た
し
た
ち
、大
人
に
な
っ
た
ら
、い
つ

で
も
好
き
な
だ
け
、会
え
る
も
の
」

　
「
旅
行
に
も
行
け
る
？
天
の
川
旅
行

|
」

　
「
も
ち
ろ
ん
、行
け
る
わ
。そ
し
て
天
の
川
で
泳

ぐ
の
よ
。二
人
で
」

　
「
そ
う
か
。で
は
、し
ば
ら
く
会
う
の
は
お
休
み

に
し
よ
う
か
。残
念
だ
け
ど
…
」

　
「
お
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。で
も
、大
人
に
な
っ

た
ら
、き
っ
と
天
の
川
へ
行
き
ま
し
ょ
う
ね
」

　

ぼ
く
た
ち
は
、月
見
草
の
中
で
げ
ん
ま
ん
を
し

ま
し
た
。

　

川
原
で
お
ま
わ
り
さ
ん
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
、

ぼ
く
た
ち
の
両
方
の
家
族
に
知
ら
れ
て
、ぼ
く
た

ち
は
さ
ん
ざ
ん
叱
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
以
後
、二
人
だ
け
で
会
う
こ
と
は
、で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
は
学
校
や
家
庭
で
、先
生
や
親
の
言

う
こ
と
を
よ
く
聞
く
「
い
い
子
」
の
優
等
生
で
し

た
か
ら
、親
や
大
人
た
ち
が
心
配
す
る
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
し
な
い
の
で
し
た
。

　
　
　
　

㈥

　

そ
れ
か
ら
、ま
た
一
年
が
た
ち
、ぼ
く
は
四
年

生
、陽
子
ち
ゃ
ん
は
六
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
た
な
ば
た
さ
ま
も
、笹
竹
の
タ
ン
ザ

ク
や
飾
り
も
の
等
の
準
備
で
例
年
ど
お
り
町
全

体
が
う
き
う
き
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夕
ぐ
れ
、ぼ
く
は
、に
し
き
川
の
堤
防

を
歩
い
て
い
ま
し
た
。道
の
両
側
に
は
月
見
草
が

い
っ
ぱ
い
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
桜
の
木
の
下
ま
で
来
た
と
き
、ぼ
く
は
、

白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
陽
子
ち
ゃ
ん
に
た
ま
た
ま
会

い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
う
陽
子
ち
ゃ
ん
は
、見
ち
が
え

る
ほ
ど
大
人
び
て
み
え
ま
し
た
。身
長
も
ず
い
ぶ

ん
高
く
な
っ
た
よ
う
で
す
し
、胸
も
ふ
く
ら
ん
で

い
ま
す
。ぼ
く
は
、あ
わ
て
て
目
を
そ
ら
し
ま
し
た
。

　

陽
子
ち
ゃ
ん
は
、「
あ
っ
」と
声
を
あ
げ
て
、ぼ
く

を
見
て
笑
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
黒
い
ひ
と
み
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
、ぼ
く
は
、去
年
、月
見
草
い
っ
ぱ
い
の

川
原
で
二
人
で
天
の
川
を
見
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、思
い
き
っ
て
言
い
ま
し
た
。

　
「
今
晩
、こ
の
川
原
で
一
緒
に
天
の
川
を
見
た
い

ん
だ
け
ど
│
│
」

　
「
そ
う
ね
。そ
し
て
二
人
だ
け
の
、あ
の
天
の
川

旅
行
の
こ
と
、話
し
合
い
ま
し
ょ
う
よ
」

　

陽
子
ち
ゃ
ん
は
、う
れ
し
そ
う
に
そ
う
言
う
と
、

家
の
用
事
を
す
ま
せ
て
く
る
た
め
に
、あ
わ
て
て

堤
防
を
駆
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

遠
ざ
か
っ
て
行
く
陽
子
ち
ゃ
ん
を
包
む
よ
う
に

闇
が
広
が
り
、星
が
ひ
と
つ
、ま
た
、ひ
と
つ
と
、ま

た
た
き
は
じ
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

（
愛
知
淑
徳
大
学
文
学
部
教
授
）

童
話

愛
知
淑
徳
大
学
教
授　
　

堀
尾
幸
平

た
な
ば
た
さ
ま
（
下
）
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弥
生
時
代
中
期
に
海
面
が
上

昇
し
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と

な
っ
て
、生
活
の
基
盤
が
安
定

し
た
標
高
の
高
い
地
へ
集
落
の

移
動
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に

と
も
な
い
、低
地
に
分
散
し
て

い
た
小
集
落
が
集
合
し
、環
濠

で
囲
ん
だ
拠
点
集
落
の
形
成
が

進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

れ
が
濃
尾
平
野
な
ど
の
大
河
川

流
域
周
辺
に
あ
っ
た
台
地
に
み

ら
れ
る
規
模
の
大
き
な
弥
生
時

代
中
期
の
集
落
で
す
。

　

海
岸
に
近
い
自
然
地
形
を
利

用
し
た
農
耕
地
も
、海
面
の
上

昇
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。そ
の
結
果
、よ
り
内

陸
地
の
開
墾
が
進
ん
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、低
地
で
の
自
然
地

形
を
利
用
し
た
原
始
的
な
農
耕

か
ら
、よ
り
人
工
的
な
灌
漑
施

設
を
設
け
る
な
ど
し
た
農
耕
技

術
の
飛
躍
を
も
た
ら
す
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
地
に
集
落
を
移
す
に
は

人
が
移
動
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
住
ま
い
や
倉
庫
、溝
を

掘
る
土
建
作
業
が
伴
い
ま
す
。

海
岸
の
平
野
は
砂
地
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
石
製
の
道
具
で

十
分
で
し
た
が
、台
地
で
は
赤

土
や
粘
土
、礫
層
が
相
手
と
な

り
、一
本
の
柱
穴
を
空
け
る
の

に
何
十
倍
も
の
労
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。こ
の
効
率
の
悪

さ
が
台
地
か
ら
人
を
遠
ざ
け

る
要
因
で
し
た
。

　

弥
生
時
代
中
期
の
こ
ろ
、知

多
半
島
で
は
鉄
器
の
導
入
が

遅
れ
て
い
て
、石
器
が
主
流
の

道
具
で
し
た
。そ
の
中
で
威
力

を
発
揮
し
た
の
が
共
同
体
に

よ
る
集
団
作
業
で
し
た
。

　

弥
生
時
代
中
期
の
後
半
か

ら
後
期
に
な
る
と
、平
野
地

や
台
地
の
集
落
が
変
わ
り
な

く
あ
る
な
か
で
、高
所
へ
の

分
村
化
が
お
き
ま
し
た
。そ

れ
が
、武
豊
町
冨
貴
地
区
の

丘
陵
地
に
あ
る
中
田
遺
跡
や

森
南
遺
跡
な
ど
の
高
所
性
遺

跡
で
す
。

　

い
く
つ
も
の
家
族
が
生
活

や
生
産
活
動
を
共
に
し
て
海

岸
平
地
や
台
地
に
環
濠
集
落

を
つ
く
り
あ
げ
た
地
域
は
、

農
業
生
産
性
が
高
い
土
地
を

背
景
と
し
て
い
ま
す
。

　

豊
富
な
水
や
広
大
な
平

野
地
を
も
た
な
い
知
多
半

島
は
、濃
尾
平
野
や
西
三
河

平
野
な
ど
と
比
較
し
て
生

産
性
が
低
い
土
地
柄
で
す
。

弥
生
時
代
前
期
と
同
様
に

国
づ
く
り
が
は
じ
ま
っ
た

弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら

後
期
に
な
っ
て
も
環
濠
を

も
た
な
い
小
規
模
な
集
落

が
海
岸
平
野
に
点
在
、散
在

す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、台
地
で
の
生
活
を
求

め
て
開
墾
が
進
み
ま
し
た
が

海
岸
平
野
地
と
同
様
な
小
集

落
が
点
在
す
る
状
況
で
し
た
。

そ
れ
は
、あ
た
か
も
知
多
半
島

が
国
づ
く
り
を
進
め
た
首
長

か
ら
見
放
さ
れ
た
辺
境
地
で

あ
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、知
多
半
島

に
は
環
濠
集
落
に
変
わ
っ
て

先
に
あ
げ
た
高
所
性
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。平
野
や
台
地
に
あ

る
環
濠
遺
跡
と
丘
陵
上
に
遺

跡
を
構
え
た
高
所
性
遺
跡
の

二
極
化
を
伊
勢
湾
、三
河
湾
地

域
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
子
ど
も
文
化
教
室
・
英
会
話
・
二
十
三
日（
木
）〜
八

月
二
十
七
日（
木
）　

全
五
回　

午
前
十
時
〜
同
十
一

時
半

公
民
館
事
業　

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

☎
35
│
５
３
１
１（
内
線
３
８
６
・
３
８
７
）

◎
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
創
作
ク
ラ
ブ『
ふ
ね
』・
一
日（
水
）〜
三
十
一
日（
金
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ス
ク
リ
ュ
ー
で
動

く
ふ
ね
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
三
百
円

▼
季
節
の
工
作『
モ
ビ
ー
ル
』・
一
日（
水
）〜
三
十
一
日

（
金
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

風
に
ゆ
れ
る
か
ざ
り
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個

五
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び『
お
り
ぞ
め
』・
二
十
日（
月
・
祝
）〜

三
十
一
日（
金
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

和

紙
や
布
を
折
っ
て
も
よ
う
を
つ
け
な
が
ら
そ
め
ま
す

　

材
料
費　

一
枚
二
百
円

▼
常
設
工
作『
ち
ょ
き
ん
ば
こ
』・
一
日（
水
）〜
八
月

三
十
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

カ

ラ
ー
の
片
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ち
ょ
き
ん
ば
こ
を
作
り
ま

す　

材
料
費　

一
個
二
百
円

▼『
だ
る
ま
の
ち
ょ
き
ん
ば
こ
』・
一
日（
水
）〜
十
月

三
十
一
日（
土
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

だ

る
ま
型
の
ち
ょ
き
ん
ば
こ
に
色
紙
を
つ
け
て
、楽
し
い

ち
ょ
き
ん
ば
こ
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
二
百

円▼『
す
な
え
』・
一
日（
水
）〜
十
月
三
十
一
日（
土
）午
前

九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

色
の
砂
を
使
っ
て
絵
を

書
き
ま
す　

材
料
費　

一
個
百
円

▼『
ハ
ー
ト
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
』・
一
日（
水
）〜
十
月

三
十
一
日（
土
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ハ
ー
ト
型
に
色
え
ん
ぴ
つ
で
絵
を
書
き
、キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
三
百
円

▼『
バ
ッ
チ
』・
一
日（
水
）〜
十
月
三
十
一
日（
土
）午
前

九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

絵
を
書
い
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
バ
ッ
チ
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
百
円

▼『
ひ
こ
う
き
』・
一
日（
水
）〜
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　

内
容　

ゴ
ム
動
力
で
飛
ぶ
プ
ロ
ペ
ラ
ひ
こ
う
き
を

作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
四
百
円

▼『
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
』・
一
日（
水
）〜
午
前
九
時
〜
午
後

五
時　

内
容　

ゴ
ム
動
力
で
垂
直
に
飛
ぶ
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
四
百
円

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
参
加
者
募
集『
さ
く
ら
ん
ぼ
』・
八
月

十
八
日（
火
）〜
十
一
月
十
日（
火
）ま
で
の
期
間
中　

全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容

　

音
楽
を
ベ
ー
ス
に
ふ
れ
あ
い
を
取
り
入
れ
た
親
子
遊

び　

講
師　

青
木
ア
ツ
子
さ
ん（
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
）

　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
親
子　

定
員　

二
十
八
組（
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）

　

参
加
費　

二
人
一
組
二
千
円（
十
回
分
・
託
児
希
望
の

方
は
別
に
一
人
二
千
五
百
円
）　

申
込
み　

十
二
日（
日
）

ま
で

▼『
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
』・
八
月
二
十
日（
木
）〜
十
一

月
五
日（
木
）ま
で
の
期
間
中　

全
十
回
コ
ー
ス　

午
前

十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

新
聞
や
風
呂
敷
な
ど

身
近
な
も
の
を
使
っ
た
親
子
遊
び　

講
師　

井
筒
京
子

さ
ん（
け
ん
こ
う
の
輪
碧
の
木
所
属
）　

対
象　

お
お
む

ね
二
歳
〜
就
園
前
の
親
子　

定
員　

二
十
八
組（
申
込

み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）　

参
加
費　

二

人
一
組
二
千
円（
十
回
分
・
託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人

二
千
五
百
円
）　

申
込
み　

十
二
日（
日
）ま
で

▼『
あ
ひ
る
の
親
子
』・
八
月
七
日（
金
）〜
十
一
月
二
十
日

（
金
）ま
で
の
期
間
中　

全
十
五
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時

半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体

を
動
か
す
親
子
遊
び　

講
師　

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ
所
属

員　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
親
子　

定
員

　

三
十
五
組（
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ

り
）　

参
加
費　

二
人
一
組
二
千
円（
十
五
回
分
・
託
児
希

望
の
方
は
別
に
一
人
三
千
八
百
円
）　

申
込
み　

十
二
日

（
日
）ま
で

▼
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
開
催
の
お
知
ら
せ
・
八
月
二
十
三
日

（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時　

内
容　

第
十
四
回
セ
ン

タ
ー
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
の
で
、多
数
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
・
八
月
二
十
三
日

（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
二
時　

内
容　

不
用
品
を
持
ち

寄
り
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す　

出
店
資
格

　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
で
あ
れ
ば
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
主
催
者
で
抽
選
）　

出
店
数　

八
店　

申
込
み　

十
二
日（
日
）ま
で

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
常
滑
書
道
会
創
設
三
十
周
年
記
念
展
・
〜
六
日（
月
）午

前
九
時
〜
午
後
五
時
半

▼
服
部
良
景
タ
イ
ル
ア
ー
ト
展
・
十
日（
金
）〜
二
十
日

（
月
・
祝
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

▼
谷
川
宏
陶
展
・
二
十
四
日（
金
）〜
八
月
三
日（
月
）午
前

九
時
〜
午
後
五
時
半

◎
常
滑
屋

▼「
涼
し
く
ど
こ
か
懐
か
し
く　

昭
和
の
ガ
ラ
ス
の
器
た

ち
」・
四
日（
土
）〜
十
五
日（
水
）

▼「
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｉ
Ｎ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」〜
す
べ
て
は
碗
の
な
か

に
〜
・
十
八
日（
土
）〜
二
十
三
日（
木
）

▼
一
碗
で
フ
ル
コ
ー
ス
・
二
十
日（
月
・
祝
）昼
の
部　

正

午
〜
午
後
二
時　

夜
の
部　

午
後
六
時
〜
同
八
時　

会

場　

常
滑
屋　

定
員　

昼
・
夜
と
も
に
二
十
名　

会
費

　

お
一
人
様
六
千
円（
料
理
、デ
ザ
ー
ト
、薄
茶
、碗
の
お

土
産
付
）　

申
込
み
先　

常
滑
屋
☎
35
│
０
４
７
０　

ｓ

ｔ
ａ
ｆ
ｆ
：
碗
の
作
り
手
：
冨
本
泰
二
・
冨
本
タ
ケ
ル
・

加
藤
智
裕
・
伊
奈
伸
二　

他　

料
理
：
池
田
美
香
子　

デ

ザ
ー
ト
：
田
口
郁
子（
郁
子
工
房
）　

企
画
と
し
つ
ら
い
：

松
本
沙
帆

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
陶
芸
作
品
常
設
展
示（
ち
り
め
ん
細
工
・
布
・
古
布
服
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ（
ま
る
ふ
く
内
）

▼
松
村
英
治
展
・
十
日（
金
）〜
二
十
日（
月
）

▼
榊
原
厚（
木
工
）　

山
口
照
代（
陶
器
）二
人
展
・
二
十
四

日（
金
）〜
八
月
三
日（
月
）

◎
方
円
館

▼
竹
内
淑
浩
・
文
子
展
・
三
日（
金
）〜
十
五
日（
水
）

▼
石
堂
陶
芸
展
・
十
七
日（
金
）〜
二
十
九
日（
水
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
〜
七
日（
火
）

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展（
第
二
弾
）・
二
十
五
日（
土
）〜
八

月
二
日（
日
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
写
真
展（
写
友
会
）・
二
日（
木
）〜
二
十
三
日（
木
）

▼
自
由
研
究「
お
助
け
マ
ン
が
や
っ
て
く
る
」・
二
十
八
日

（
火
）・
二
十
九
日（
水
）・
八
月
二
十
一
日（
金
）　

小
中
学

校
の
先
生
方
が
自
由
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ス

▼
図
書
館
の
お
誕
生
日
を
祝
う
夏
休
み
お
話
し
会（
お
へ

そ
の
会
）・
八
月
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜

◎
武
豊
町
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
二
〇
〇
九
む
か
し
発
見
体
験
学
習
広
場　

ⅰ
染
め
も

の　

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
藍
で
絞
り
染
め
・
二
十
九
日（
水
）午
前

九
時
半
〜
正
午　

定
員　

二
十
名　

参
加
費　

五
百
円

　

ⅱ
む
か
し
の
お
り
も
の「
む
し
ろ
お
り
」・
三
十
日（
木
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時　

定
員　

十
名　

参
加
費　

五
百
円　

ⅲ
古
代
の
ま
じ
な
い
道
具
作
り
・
八
月
六
日

（
木
）午
前
九
時
半
〜
正
午　

定
員　

十
名　

参
加
費　

三
百
円　

ⅳ
布
ぞ
う
り
作
り
・
八
月
四
日（
火
）午
前
九
時

半
〜　

定
員　

十
名　

参
加
費　

三
百
円　

ⅰ
〜
ⅳ
対

象　

小
学
生
以
上

▼
写
真
展『
武
豊
の
自
然
を
写
す
⑦
』・
十
四
日（
火
）〜
九

月
六
日（
日
）

▼
武
豊
町
壱
町
田
湿
地
一
般
公
開
日
・
十
九
日（
日
）、八

月
一
日（
土
）、二
日（
日
）、九
月
五
日（
土
）、六
日（
日
）

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
Ｉ
Ｔ
マ
マ
講
習
会　

マ
マ
の
再
就
職
応
援
企
画《
エ
ク

セ
ル
は
じ
め
の
一
歩
》・
一
日（
水
）午
前
十
時
〜
正
午　

定
員　

十
六
名（
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
）

　

参
加
費　

七
百
円（
資
料
代
）

▼
青
少
年
健
全
育
成
推
進
町
民
大
会
・
第
五
十
九
回
武
豊

町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会
・
二
日（
木
）映
画

上
映『
お
く
り
び
と
』

▼
親
業
体
験
！
学
習
会『
能
動
的
に
聞
く
』・
十
四
日（
火
）

午
前
九
時
半
〜
正
午　

参
加
費　

千
円

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
『
大
事
な
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』・
十
四
日（
火
）午
前
十
時
〜
正
午　

無
料

▼
フ
ル
ー
ツ
ア
ー
ト
教
室
・
四
日
、十
八
日
各（
土
）午
後

一
時
半
〜
同
三
時
半　

定
員　

二
十
名　

参
加
費　

千
五
百
円

▼
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー

ル　

フ
ァ
イ
ザ
ー
㈱
に
て
化
学

実
験
と
Ｑ
＆
Ａ
・
定
員　

百
名

（
小
学
五
、六
年
生
）　

無
料

▼
救
急
法
講
習
会
・
八
日（
水
）午

後
一
時
半
〜
同
二
時
半

▼
自
分
で
で
き
る
整
体
教
室

（
肩
・
腰
編
）・
十
二
日
、十
九
日
各

（
日
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時
半

　

定
員　

二
十
名　

参
加
費　

五
百
円

▼
福
寿
大
学
③
続
・
ぼ
け（
認
知

症
）ず
に
健
康
で
長
生
き
秘
け

つ
・
十
日（
金
）午
前
十
時
〜
正

午　

定
員　

五
百
名（
六
十
歳
以

上
）　

無
料

▼
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
・
四
日（
土
）午
前
九
時
二
十

分
〜
午
後
二
時　

フ
ァ
イ
ザ
ー

㈱
に
て　

定
員　

百
名（
小
学

五
・
六
年
生
）

◎
武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
初
め
て
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
室
・
五
日
〜
九
月
六
日

毎（
日
）全
九
回　

午
後
七
時
〜
同
八
時　

九
月
十
三
日

（
日
）発
表
会　

定
員　

十
名（
小
学
五
年
生
以
上　

楽
譜

の
読
め
る
方
）　

参
加
費　

五
千
円（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
レ

ン
タ
ル
料　

一
万
円
別
途
）

▼
友
利
あ
つ
子
ソ
プ
ラ
ノ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト『
イ
タ

リ
ア
の
風　

地
中
海
の
空
』・
十
九
日（
日
）午
後
七
時
開

演　

曲
名　

私
の
お
父
さ
ん
ー
ジ
ャ
ン
ニ　

ス
ッ
キ
キ

よ
り
ー（
プ
ッ
チ
ー
ニ
）、花（
喜
納
昌
吉
）ほ
か

▼
ゆ
め
た
ろ
う
寄
席　

三
遊
亭
小
遊
三　

桂
平
治　

三

増
紋
之
助
出
演
・
二
十
日（
月
・
祝
）午
後
二
時
開
演

◎
東
大
高
児
童
館

▼
七
夕
ま
つ
り
・
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時
半

▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
十
九
日（
日
）午
後
三
時
〜
同
九
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
七
夕
ま
つ
り
・
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時

▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
二
十
六
日（
日
）午
後
三
時
〜
同
九

時▼
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
三
日
、十
七
日
各（
金
）午
前
十
時

半
〜
同
十
一
時
半

▼
手
話
ク
ラ
ブ
・
十
一
日
、二
十
五
日
各（
土
）・
午
後
一
時

半
〜
同
二
時
半

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
た
な
ば
た
会
・
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時
半

▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
十
九
日（
日
）午
後
三
時
〜
同
九
時

▼
水
遊
び
・
二
十
八
日（
火
）〜
八
月
十
六
日（
日
）午
前

十
一
時
〜
午
後
三
時

◎
長
尾
児
童
館

▼
七
夕
ま
つ
り
・
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時
半

▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
二
十
六
日（
日
）午
後
三
時
〜
同
九

時▼
高
校
生
と
遊
ぼ
う
・
三
十
一
日（
金
）午
後
二
時
〜
同
三

時◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
特
別
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム『
見
つ
け
て
み
よ
う　

七
夕
の

星
』＆
ア
ニ
メ
上
映
会『
ダ
ン
ボ
』・
四
日（
土
）午
前
十
時

半
〜
正
午　

定
員　

二
百
四
十
名　

参
加
費　

百
円

▼
夏
の
風
物
詩　

七
夕
の
星
空
を
見
よ
う
・
五
日（
日
）午

後
七
時
半
〜
同
九
時
十
五
分　

無
料

▼
特
別
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム『
星
に
願
い
を
』・
五
日（
日
）子

供
向
け　

午
後
七
時
〜
同
七
時
半　

大
人
向
け　

午
後

八
時
〜
同
八
時
四
十
五
分　

定
員　

各
二
百
四
十
名　

参
加
費　

大
人
三
百
円　

こ
ど
も
二
百
円

▼
世
界
天
文
年
特
別
企
画　

生
中
継『
皆
既
日
食
』と『
日

食
観
測
会
』・
二
十
二
日（
水
）午
前
十
時
〜
午
後
0
時
半

　

無
料　

時
間
内
自
由
参
加

▼
夏
休
み
特
別
企
画　

こ
ど
も
工
作
教
室　

①
実
験
カ

メ
ラ
・
二
十
四
日（
金
）　

②
真
空
ポ
ン
プ
・
二
十
八
日

（
火
）　

③
浮
沈
子　

三
十
日（
木
）　

各
午
前
十
時
半
〜

正
午　

定
員　

各
十
名（
小
学
四
年
生
以
上
）　

無
料

▼
工
作
教
室　

天
体
望
遠
鏡
を
作
ろ
う
・
二
十
五
日（
土
）

午
前
十
時
〜
正
午　

定
員　

三
十
名（
小
学
四
年
生
以

上
）　

参
加
費　

五
百
円

◎
半
田
市
青
山
記
念
武
道
館

▼
知
多
地
方
中
学
校
体
育
大
会
柔
道
・
十
八
日（
土
）、

十
九
日（
日
）、二
十
二
日（
水
）

▼
第
二
十
八
回（
社
）日
整
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
柔
道
大
会
・

二
十
六
日（
日
）

▼
第
六
回
柔
整
師
杯
東
海
少
年
柔
道
選
手
大
会
・
二
十
六

日（
日
）

知
多
の
動
植
物
雑
記（
二
五
〇
）

原　
　
　
　

穣

　
「
エ
エ
ー
！
何
で
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
カ
タ
ツ
ム
リ
が
」と
思
っ
た

の
は
、二
か
月
前
の
こ
と
。

　

先
々
月
の
五
月
五
、六
、七
日

は
三
日
連
続
の
雨
降
り
日
。ふ

と
目
に
し
た
隣
家
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
と
地
面
の
境
に
出
来
た
僅

か
な
隙
き
間
に
、長
さ
五
・
六

㍉
の
細
長
い
カ
タ
ツ
ム
リ
が

十
五
、六
匹
も
い
る（
写
真
）

　

姿
、形
か
ら
す
れ
ば
ナ
ミ
コ

ギ
セ
ル
だ
な
。で
も
普
通
は
林
の

中
の
木
の
幹
の
下
の
方
に
い
る
の

に
、な
ぜ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
き

間
に
？
じ
っ
く
り
眺
め
れ
ば
、殻

か
ら
出
て
き
た
体
の
色
は
薄
黄

色
。

　

ナ
ミ
コ
ギ
セ
ル
と
は
違
う
な

と
、部
屋
に
入
り

陸
貝
の
標
本
箱
で

見
比
べ
れ
ば
、ナ

ミ
コ
ギ
セ
ル
は
左

巻
き
な
の
に
、今

回
の
も
の
は
右
巻

き
に
な
っ
て
い
る
。

　

何
な
の
か
？
早

速
、学
生
時
代
の

同
級
生
で
陸
貝
専

門
の
中
根
吉
夫
氏

に
送
れ
ば
、「
オ
カ

チ
ョ
ウ
ジ
ガ
イ
の

幼
体
で
す
。昭
和

五
十
年
代
ま
で
は

比
較
的
多
か
っ
た

け
ど
、除
草
剤
な

ど
の
影
響
で
数
が
減
り
、今
は

稀
産
の
種
で
す
。特
徴
は
、殻
口

か
ら
の
一
〜
三
層
が
半
透
明
で
、

薄
黄
色
の
体
が
透
け
て
見
え
る
。

成
体
は
殻
長
十
㍉
ほ
ど
、殻
径

は
三
・
三
㍉
ほ
ど
で
、巻
き
数
は

七
½
で
す
」と
返
事
を
頂
く
。

　

早
速
こ
の
小
さ
な
貝
の
仲
間

の
採
集
記
録
を
と
、標
本
箱
で

調
べ
れ
ば
、知
多
半
島
内
の
ナ

ミ
コ
ギ
セ
ル
は
、内
海
・
武
豊
町

楠
・
半
田
の
乙
川
と
雁
宿
公
園
。

ホ
ソ
オ
カ
チ
ョ
ウ
ジ
ガ
イ
は
武

豊
町
多
賀
・
六
貫
山
・
河
和
な
ど

で
、今
回
の
ホ
ソ
オ
カ
チ
ョ
ウ
ジ

ガ
イ
は
初
見
の
陸
貝
。

　

で
は
も
う
一
度
見
た
い
、と

水
道
水
を
割
れ
目
へ
か
け
て
湿

ら
せ
て
出
る
の
を
待
っ
た
が
駄

目
。後
日
、雨
の
日
に
見
れ
ば
、い

た
！
や
っ
ぱ
り
ナ
ー
。雨
で
な
け

れ
ば
を
実
感
す
る
。

　

六
月
九
日
、東
海
地
方
は
梅

雨
入
り
と
Ｔ
Ｖ
。そ
う
言
え
ば
、

以
前
、中
日
新
聞
半
田
支
局
の

阿
部
記
者
の「
う
っ
と
う
し
い

梅
雨
と
言
っ
て
な
い
で
、…
…

陸
に
す
む
巻
き
貝
、い
き
い
き

し
て
る
よ
」の
記
事
を
思
い
出

し
た
。

初見のオカチョウジガイ初見のオカチョウジガイ

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　

陶
芸
家　

永
柳
光
生 

さ
ん   

　

永
柳
さ
ん
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
煙
の
オ
ー
ナ
ー
で
も

あ
り
、
陶
芸
家
で
も
あ
る
。

　

永
柳
さ
ん
は
食
べ
る
た
め
、
生
活
を
す
る
た
め

に
陶
芸
を
始
め
た
と
い
う
が
、
永
柳
さ
ん
の
作
り

出
す
作
品
は
、
そ
の
話
し
ぶ
り
か
ら
は
想
像
し
が

た
い
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
る
。「
そ
れ
な
り
に
使

い
や
す
く
な
い
と
ね
」
と
、
粉
引
の
湯
呑
に
冷
茶

を
入
れ
て
く
れ
た
。
自
然
の
土
か
ら
生
ま
れ
る
や

さ
し
い
風
合
い
、
釉
薬
が
醸
し
出
す
お
お
ら
か
さ

が
宿
っ
て
い
る
。
永
柳
さ
ん
の
作
品
を
オ
ー
ダ
ー

す
る
フ
ァ
ン
は
多
い
と
い
う
。
困
っ
た
時
に
大
好
き

な
湯
呑
で
お
茶
を
飲
み
、
器
で
食
事
を
す
る
な
か

で
、
喜
び
を
た
く
さ
ん
の
人
に
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
と
い
う
、
作
り
手
の
思
い
に
ホ
ッ
と
す
る
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、そ
の
ど
の
作
品
も
気
取
る
こ
と
な
く
、

あ
た
た
か
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

10
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
病
気
を
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
お
地
蔵
さ
ん
を
描
き
始
め
た
。
奈

良
に
出
掛
け
た
際
、
薬
師
如
来
が
降
り
て
き
て
、

「
あ
な
た
は
や
っ
ぱ
り
、
物
作
り
を
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
」
と
永
柳
さ
ん
に
伝
え
た
。
自
分
か
ら
笑

う
こ
と
で
、
前
向
き
の
人
生
が
送
れ
る
。
笑
っ
て

い
た
ら
相
手
に
も
伝
わ
る
と
、
永
柳
さ
ん
は
そ
っ

と
教
え
て
い
る
。
お
地
蔵
さ
ん
の
生
ま
れ
た
秘
話

を
知
る
と
、
余
計
に
愛
し
く
な
っ
て
く
る
。
永
柳

さ
ん
が
描
く
お
地
蔵
さ
ん
は
「
微
笑
み
地
蔵
」
と

し
て
、
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。「
微
笑
み
地

蔵
」
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
煙
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

夏
の
到
来
と
と
も
に
、
永
柳
さ
ん
を
熱
く
さ
せ

て
い
る
も
の
が
、
体
験
型
の
観
光
・
交
流
施
設
の

建
設
だ
。
こ
こ
で
は
、
地
域
の
人
も
含
め
、
観
光

客
に
陶
芸
・
そ
ば
打
ち
・
ジ
ャ
ム
作
り
・
農
作
業

な
ど
都
会
に
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
感
覚
を
楽
し
め

る
場
と
な
れ
ば
と
、
永
柳
さ
ん
の
思
い
は
膨
ら
ん

で
い
る
。

　

永
柳
さ
ん
は
冗
談
が
大
好
き
で
、
お
話
を
し
て

い
て
も
何
だ
か
、
漫
才
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
取

ら
な
い
人
柄
で
あ
っ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
煙

　

常
滑
市
瀬
木
町
１
｜
３

　

☎
０
５
６
９
｜
３
４
｜
６
８
６
９

　

営
業
時
間　

10
：
０
０
〜
17
：
０
０

　

定
休
日　

第
１
・
３
日
曜
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
井　

伸
衣
）

町の考古学
弥生時代（百四十一）

奥 川 弘 成

弥生時代の高所性遺跡があった丘陵地（武豊町冨貴・中田遺跡）

花
菖
蒲
写
生
す
る
人
写
す
人 

吉
田
ひ
ろ
し

広
辞
苑
膝
に
重
た
き
走
り
梅
雨 

片
岡　

光
子

大
甕
の
据
え
ら
れ
涼
し
工
房
館 

谷
川
と
志
江

参
道
の
頭
上
す
れ
す
れ
若
楓 

青
山　

文
代

山
一
つ
揺
す
り
て
吹
け
る
青
嵐 

竹
内
す
ゞ
代

春
風
の
や
う
な
主
治
医
と
長
談
義 

平
賀
た
づ
子

天
辺
は
ゆ
ず
ら
ぬ
つ
も
り
朴
の
花 

斉
藤　

浩
美

ど
く
だ
み
や
経
験
が
も
の
言
う
こ
と
も 

加
藤　

久
子

更
衣
古
着
引
取
り
セ
ー
ル
あ
り 

岩
田
つ
ま
子

青
虫
も
お
ま
け
に
付
い
た
野
菜
買
う 

谷
川　

利
子

揚
羽
蝶
対
の
む
く
ろ
の
叢
に 

幾
世
八
千
代

さ
も
用
の
あ
る
か
に
動
く
な
め
く
じ
り 

杉
山　

和
美

湖
の
見
え
隠
れ
し
て
麦
の
秋 

曽
我
部
和
美

森
中
の
鳥
制
す
る
や
ほ
と
と
ぎ
す 

村
井
み
さ
を

朱
の
魅
力
ざ
く
ろ
一
点
草
む
ら
に 

久
田　
　

篤

遠
山
の
夏
霞
し
て
済チ

ェ

州ジ
ュ

島 

や
ま
し
た
悠

カ
リ
ヨ
ン
の
お
昼
を
告
げ
る
菖
蒲
園 

冨
田　

悦
子

程
好
き
に
頭
切
ら
れ
て
今
年
竹 

林　
　

京
子

吟
じ
た
る
歌
ご
え
若
葉
風
に
の
り 

桑
山　

撫
子

花
菖
蒲
影
に
小
さ
き
魚
の
生
れ 

河
瀬
四
四
子

梅
の
実
の
緑
深
ま
り
梅
雨
近
し 

清
水
ド
ラ
吉

蓮
の
花
ほ
の
か
に
動
く
池
の
鯉 

藤
井　

文
月

そ
の
昔
母
と
行
き
し
や
菖
蒲
園 

荒
川　

達
雄

遠
目
よ
り
黄
色
あ
ざ
や
か
未
央
柳 

竹
内
ユ
ミ
子

街
路
樹
の
枝
先
ゆ
ら
す
夏
の
風 

村
井　

範
子

溜
池
の
縁
に
今
年
も
あ
や
め
咲
く 

渡
辺　

民
子

誰
を
待
つ
姿
美
し
花
菖
蒲 

山
中　

博
子

香
り
良
き
百
合
に
ふ
れ
て
る
今
朝
の
庭 

佐
藤　

き
ぬ

雨
降
っ
て
青
葉
勢
い
増
し
に
け
り 

杉
江　

ち
ゑ

霧
ヶ
峰
れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
咲
き
乱
れ 

古
田　

美
子

お
茶
茂
り
畑
一
面
に
茶
の
香
り 

石
井　

清
隆

勉
強
中
ほ
た
る
が
家
に
は
い
て
く
る 

諏
訪　

清
子

堤
防
で
ち
ん
た
を
さ
が
し
夜
釣
か
な 

中
村　
　

勝

母
の
日
も
無
償
の
愛
が
我
包
む 

井
野　

洋
子

あ
ま
ず
っ
ぱ
い
香
り
と
と
も
に
み
か
ん
花 

岩
橋　

美
幸

散
歩
道
猫
も
木
陰
で
夢
う
つ
つ 

柴
山　

庄
山

み
ど
り
ふ
く
青
葉
の
先
の
梅
雨
の
玉 

中
村　

洋
子



今村　結
ゆい

（2才8ヶ月）　武豊町道仙田 梅原　結
ゆい

（2歳5ヶ月）　涼
り く

来（3ヶ月）　常滑市西阿野半月

平成21年７月１日　（６）第 251 号

常滑警察署・常滑工場事業所防犯協会

常滑市内では民家を狙った常滑市内では民家を狙った常滑市内では民家を狙った

◎民家を狙った盗難被害が多発しています。
◎ドロボウのターゲットは、『無施錠』の家。
◎現金だけでなく、車、カード類も盗まれています。

カギ掛け・声掛け・心掛け
《被害防止のために３つのキーワード》

実際に被害にあった人で
、振り込め詐欺について

実際に被害にあった人で
、振り込め詐欺について

実際に被害にあった人で
、振り込め詐欺について

ＫＥＥＰ ＯＵＴ  愛知県警察  ＫＥＥＰ ＯＵＴ  愛知県警察  ＫＥＥＰ ＯＵＴ  愛知県警察

振り込め詐欺被害急増
!!

知っていた人７割以上知っていた人７割以上知っていた人７割以上
振り込め詐欺を知ってい

てもだまされます
振り込め詐欺を知ってい

てもだまされます
振り込め詐欺を知ってい

てもだまされます

オレオレ詐欺や還付金詐欺でだまされた人のオレオレ詐欺や還付金詐欺でだまされた人の

７割以上が割以上が6060歳以上歳以上ですです
オレオレ詐欺や還付金詐欺でだまされた人の

７割以上が60歳以上です
あなたは大丈夫ですか？
だから、振り込む前に確認を
あなたは大丈夫ですか？
だから、振り込む前に確認を
あなたは大丈夫ですか？
だから、振り込む前に確認を

６０歳以上の人が狙われています

戸締り・施錠の確認を!!戸締り・施錠の確認を!!戸締り・施錠の確認を!!
ドロボウ被害が多発中!!

口座に振り込んで！口座に振り込んで！口座に振り込んで！

口座番号？
暗証番号？
定額給付金？
保険金還付？

注意

危険

警告 防犯

MONEY

MONEY
MO
NEY

MO
NEY

MON
EY


